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臨床に役立つ雑誌② 一 精 神 科－－

精神医 学領域 の雑 誌 展望

１． はじめに

精神医学は人間の心を追求する学問であり、精

神科は心を病む人間を治療する科である。およそ

人間の考えること、すること、すべてがその対象

となる。まことに幅の広い領域である。しかも精

神医学の中で分野がさらに分化し、専門化してき

ている。これには神経生理学、病理学、薬理学、

神経化学、あるいは精神病理、精神分析、社会精

神医学といった方法論上の専門化があり、一方で

は児童、思春期・青年期、老年期といったライフ

サイクル上の細分化がある。そして、これらにつ

れてどんどん学会が独立し、専門誌が創刊されて

いる。とてもすべてを書ききれないので、ここで

はまず精神科全般を扱う主要誌を国内、国外に分

けて紹介し、後に細分化された専門誌にも簡単に

触れることにする。

２． 国内の雑誌

（１） 総合誌

まず第一にあげるべきは日本精神神経学会の機

関誌「 精神神経学雑誌 」で、これが日本を代表す

る精神科の雑誌であろう。最初は明治３５年（１９０２

年 ）に「 神経学雑誌 」という名で創刊された。こ

の頃はＰｓｙｃｈｉａｔｒｙとＮｅｕｒｏｌｏｇｙはあまり区別され

ておらず、序文には「 或は精神病と云ひ、或は神

経病と名づくるも、等しく是れ神経器官の機能障

害にして、其徴候に多少の差異あるのみ 」と書か

れている。論文は縦書きで片仮名が使われ、三浦

たぶし かおる：星ヶ丘厚生年金病院副院長・神経科部長

田 伏 薫

謹之助、呉秀三、富士川游といった名前が登場し、

壮観である。昭和１０年に学会名が改称され、誌名

も「 精神神経学雑誌 」となり、この時から横書き

になっている。その後、精神神経学会から臨床神

経学会が分離して昭和３５年に「 臨床神経学 」を刊

行しているが、精神神経学会の方は学会名も誌名

もそのままで続いており、本年１９９２年現在第９４巻

を数えている。学会誌であるから投稿は会員に限

られ、採否は編集委員会で決定される。この雑誌

に発表してそれを学位論文にしようという人も多

いためか、論文は単独名の長編力作が多い。学会

の総会講演や演題、地方会の抄録などの他に学会

の活動報告が掲載され、これがなかなかおもしろ

い。この学会は精神医療のあり方に問題意識を持

って絶えず活発に討論している（ 紛争が多いとい

う見方もあるかもしれない ）ので、この記事には

目を通しておく必要がある。

なお、わが国の研究を世界に知らせるために、

精神神経誌の欧文版ともいうべきＦｏｌｉａＰｓｙｃｈｉ－

ａｔｒｉｃａｅｔＮｅｕｒｏｌｏｇｉｃａＪａｐｏｎｉｃａ が刊行されてい

たが、１９８６年からＪａｐａｎｅｓｅＪｏｕｒｎａｌｏｆＰｓｙｃｈｉａｔｒｙ

ａｎｄＮｅｕｒｏｌｏｇｙ と名前を変えて季刊で続行されて

いる。もちろん精神神経誌の翻訳版ではなく、別

のｏｒｉｇｉｎａｌな論文が載っており、また日本睡眠学

会やてんかん学会などの抄録もＰｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ とし

て収載されている。

長い間、この領域には精神神経誌しかなかった

が、昭和３５年に医学書院から「 精神医学 」が創刊

された。毎号巻頭言を教授クラスが書き、展望

（ 総説 ）が１篇、研究論文、短報と続き、高水準

の内容を保っている。昭和４８年から１８回にわたっ

て内村祐之の「 精神医学の基本問題 」という展望

が連載され、これは後に同名の書物になった。私
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はこれが名著であることが当時あまりわからず、

いずれにせよ「 精神医学 」をつなぎ読みすればい

いと思って買わなかったが、後に欲しくなった時

には絶版になっていた。ずいぶん古本屋で探した

が見つからず、ついに友人が譲ってくれた思い出

がある。また、古典紹介として精神医学の古典的

論文の翻訳が解説つきでしばしば掲載され、たい

へん重宝である。この雑誌は創刊以来ずっと同じ

スタイル、地味な黄色い表紙で、内容が良いわり

に紙が悪かったが、一昨年から表紙が変わった。

もう一つの「 臨床精神医学 」もよく読まれてい

る。この雑誌は毎号時宜を得た特集を組んでいる

ので、そのテーマについての現在の知識を包括的

に得ることができて便利である。きれいな紙で読

みやすい。これがいちばん直接に臨床に役立つ雑

誌かもしれない。「 精神医学 」、「臨床精神医学」

の両誌とも学会印象記や書評欄を設けている。ペ

ージ数も同じくらいで、値段は全く同じである。

以上の３誌が精神科全般を扱う主要誌である。

（２） 専門領域の雑誌

個々の専門領域の雑誌について少し述べておこ

う。星和書店の「 精神科治療学 」は、治療を中心

に据えた臨床に役立つ雑誌として創刊され、はじ

めは季刊であったが、現在は月刊誌に成長してい

る。「 神経精神薬理」もある。少し遅れて「精神

科診断学」も発刊された。

「 臨床精神病理 」は、精神病理学の専門誌とし

て不定期刊から出発したが、現在は季刊の学会誌

で、いかにも精神科らしい内容の論文を掲載して

いる。昭和５０年に創刊された「 季刊精神療法 」は

最近隔月刊になり、誌名も季刊という語がはずさ

れ「 精神療法 」となった。例えば、精神疾患にお

ける治癒とは何か、というような魅力的なテーマ

を取り上げて、「 臨床精神病理 」や「 精神分析研

究 」と似た面もあるが、商業誌であるためもう少

し柔らかく、内容も盛り沢山で、書評にも多くの

スペースをさいている。

「 心身医学 」は心身医学会の学会誌である。も

とは「 精神身体医学 」と称していたが、学会名の

変更に伴って誌名も現在のように改題された。

「 失語症研究 」、「 神経心理学 」もそれぞれの学

会が発足して刊行されたものである。

日本も今や世界有数の長寿国となり、老年期の

痴呆や精神障害がクローズアップされて、この方

面の基礎的、臨床的研究もさかんである。この領

域の専門誌として「 老年精神医学 」が創刊され、

内容の良い雑誌であった。老年精神医学に貢献し

た人々というおもしろいシリーズが連載され、友

人・先輩達も執筆していたので、それを読ひため

に私も一時購読していたが、出版社の事情で廃刊

になった６しばらく後に「 老年精神医学雑誌 」が

学会の準機関誌として刊行された。内容もレイア

ウトもよく似ているが、誌名や出版社も違うし、

新たに第１巻から始まっている。こういう場合は

後継誌とは呼べないようである。

以前は一口に児童精神医学と言っていた領域も

さらに細分化して、「児童精神医学とその近接領

域 」は「 児童青年精神医学とその近接領域 」にな

った。最近、「 思春期青年期精神医学 」が同名の

学会の機関誌として創刊された。ややこしいこと

だが、対象を正確に言おうとするとこのようにな

ってしまうのだろう。

かつて精神科は特殊な科で、患者は精神病院に

収容するものと考えられていた時代があった。戦

後、多くの総合病院に精神科が設置され、精神疾

患の診療が行われている。さらに、他科の患者で

精神科的問題を呈する者に対してｃｏｎｓｕｌｔａｔｉｏｎ－

ｌｉａｉｓｏｎｐｓｙｃｈｉａｔｒｙが発達してきた。昭和６３年に

恩師の金子仁郎先生を理事長として日本総合病院

精神医学会が設立され、機関誌「 総合病院精神医

学 」が刊行されている。

一方、総合病院や大学にいると見逃してしまい

がちな雑誌を紹介しておこう。「 日本精神病院協

会雑誌 」が同名の協会から刊行されている。わが

国の精神病の入院患者の大多数は、この協会に加

盟の私立の精神病院が引き受けているので、その

意味で重要な雑誌である。他方、時代を反映して、

精神科の看板をかかげる開業医も増えてきた。大

阪精神神経科診療所医会という組織があって、バ

ラエティーに富んだおもしろい「 会誌 」を発行し

ている。各診療所の紹介記事もあり、病診連携の

参考になる。私の病院のすぐ向かいに大阪府立中

宮病院があり、これは東京でいえば松沢病院に相
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当する単科の精神病院であるが、この病院も「 紀

要 」を刊行し始めた。

医学雑誌ではないが、精神科と関係が深くて読

んでいて楽しい雑誌もある。マインドサイエンス

の総合誌と銘打った青土社の「 イマーゴ（ｉｍａｇｏ）」

は、毎号特集で、神経心理学の現在、エロスとタ

ナトス、夢、といったスマートなテーマを取り上

げている。「 こころの科学 」、「現代のエスプリ」

も各号が校内暴力、カウンセリング、うつ病、等

のタイトルをつけ、心理・教育関係者向きのよう

ではあるが、参考になる。

ついでに言えば、精神科に関する知識は、精神

科の本や雑誌からのみ得られるとは限らない。睡

眠薬の副作用などは、新聞、テレビ、週刊誌でい

ちはやく報道される。「 病院図書室 」の前号に当

院の首藤さんが書いているが、Ｌ－トリプトファン

の副作用の情報は最初に業界紙に出たのであって、

専門学術雑誌には詳細なデータが発表されはする

が、その時期は一番おそいのである。私も、自分

の実験していた物質に思いがけない薬理作用があ

ることをＷａｌｌＳｔ－Ｊｏｕｒｎａｌから知って、さすがに株

屋さんは情報が早いと感心したことがある。

３． 海外の雑誌

世界の精神医学の中心は、今世紀の前半はドイ

ツであったが、後半はアメリカに移った。また、

初期には精神医学と神経学が分化していず、研究

方法は脳の病理組織学が主流であったが、その後

精神分析、力動精神医学がさかんになり、現在は

生物学的精神医学が全盛である。こういう背景が

医学雑誌の興亡にそのまま反映してくる。伝統の

あるドイツの雑誌が廃刊になったり、英文の雑誌

に生まれ変わったりしている。一方、新しい研究

領域の雑誌が次から次へと発刊されている。

（１） アメリカ

米国の精神医学雑誌では、ＡＭ ＪＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ

とＡＲＣＨ ＧＥＮＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹが双璧である。

ＡＭＪＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ（ Ｗａｓｈｉｎｇｔｏｎ）はＡＰＡ（Ａｍｅ－

ｒｉｃａｎＰｓｙｃｈｉａｔｒｉｃＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）の機関誌で、１８４１
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年 創刊時Ｒ：はＡＭ ＪＩＮＳＡＮＩＴＹと呼ばれていすこが、

１９２１年 から現 在の名称になってい る。世界中で最

も広く 読まれてい る精神医学雑誌だそうである。

毎号 ｓｐｅｃｉａｌａｒｔｉｃｌｅとして展望・総説的な大型論

文が数篇載り、これは表紙に題名が出てい る。続

い てｒｅｇｕｌａｒａｒｔｉｃｌｅ十数篇、短報、書評（ 充実し

てい る ）、Ｌｅｔｔｅｒｓｔｏｔｈｅｅｄｉｔｏｒ（多数）、会報、

が 載せ られてい る。内容は ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌなもの、

ｓｏｃｉａｌなもの、 その他あ らゆる面にわたっており、

アメリカ精神医学の動向か感じ とられる。

ＡＲＣＨ ＧＥＮ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ（Ｃｈｉｃａｇｏ）は ＭＩＡ

によって刊行され、８５ケ国に ３６，７００人以上の購読

者を有している。１９１９年にＡＲＣＨＮＥＵＲＯＬ ＰＳＹ－

ＣＨＩＡＴＲＹ とし て創刊されたが、１９５９年に ＡＲＣＨ

ＧＥＮ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ とＡＲＣＨＮＥＵＲＯＬの 二つの

雑誌に分か れた。したがって、 １９５９年か らＶｏｌ．１

が始まってい る。ＡＲＣＨ ＧＥＮ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ は

論文が主体で学会告示等は載せない。その代わり

とい うわけでもなかろ うが、求 人広告などは出て

い る。製薬会社の広告は両誌とも派手であ る。 薬

の商品名は会社が勝手につけ てい るので、国によ

って違 うことがあ り、我 々が ふだん処方笑に書い

ている薬 が、 アメリカではこんな別の名前で売 ら

れてい たのかとわかっ たりする。

ＪＮＥＲＶ ＭＥＮＴ ＤＩＳ（Ｂａｌｔｉｍｏｒｅ）は１８７４年創刊

の古い歴史を誇 り、臨床診療のための行動科学を

スローガンにかかげている雑誌である。 ＪＣＬＩＮ

ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ（Ｍｅｍｐｈｉｓ）は もとの ＤＩＳ ＮＥＲＶ

ＳＹＳＴが改称されたもので、治療（ 薬物療法 ）に

関する論文 も多く、 精神科臨床 医に役立ってきた。

お隣の国カナダにはＣＡＮＡＤ ＪＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ

（Ｏｔｔａｗａ）がある。 カナダはい まだにケベック州

の独立運動が続い てい るようにフランス色 も強く、

公用語 も英仏 両方であ り、し たがって雑誌 も前記

の英語名 に並んでＬａＲｅｖｕｅ Ｃａｎａｄｉｅｎｎｅ ｄｅＰｓｙ－

ｃｈｉａｔｒｉｅと仏語で併記されてい る。串味の論文は

英語で書か れた ものが多くて仏 語は少ないが、英

語の論文には仏 語のＲｅｓｕｍｅ が、仏 語の論文には

英語のＳｕｍｍａｒｙが ついてい る。

（２） イ濯 リス

英国を代表するのはＲｏｙａｌＣｏｌｌｅｇｅｏｆデＰｓｙｃｈｉ－
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ａｔｒｉｓｔｓによ り刊行 されてい るＢＲＩＴ Ｊ ＰＳＹ－

ＣＨＩＡＴＲＹ（Ｌｏｎｄｏｎ）である。１８５３年 にＡＳＹＬＵＭ

ＪＯＵＲＮＡＬ として創刊 され、 １８５８年から１９６３年の

間は ＪＭＥＮＴＡＬ ＳＣＩＥＮＣＥの誌名であった。小 さ

い版に小さい 字の論文がぎっし り詰 まっている。

英国の経験主義を反映して実証的な臨床研究が主

で、中で も数字をあげた疫学的な もの、地域精神

衛生 に関す るものが多い。書評欄 も優 れてい る。

時々ＢＪＰ Ｒｅｖｉｅｗ ｏｆ Ｂｏｏｋｓとして小冊子 がつ き、

一つの本に数ページを割いて詳し く論評している。

Ｊ ＮＥＵＲＯＬ ＮＥＵＲＯＳＵＲＧ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ

（Ｌｏｎｄｏｎ）もよく知 られてい るが、精神科領域の

論文は少なく、あっても例えばパーキ ンソン病の

精神症状とい うようなＮｅｕｒｏｌｏｇｙが らみ の もので

あ る。他に季刊の Ｊ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲ ＲＥＳ（ Ｏｘ－

ｆｏｒｄ）が、 精神医学の臨床、基礎、検 査技 術、方

法論を扱ってい る。よく似た名前のＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ

ＲＥＳ（Ｌｉｍｅｒｉｃｋ）は アイルランドの雑誌で、論文

を速 く出版す ることを謳って年１６回刊行してい る。

（３） ドイツ

ドイツ語圏には、精神医学史上に重要な役割を

果たした雑誌がいくつもある。それらの編集者や

論文の著者名をみると、精神医学・神経学の巨星

がずらりと並んでいて、圧倒的な眺めである。こ

ＣＬＩＮＩＣＡを経て、現 在はＰＳＹＣＨＯＰＡＴＨＯＬＯＧＹ

（Ｂａｓｅｌ）となっている。

１９１０年 にはＺＥＩＴＳＣＨＲ ＧＥＳＡＭＴＥ ＮＥＵＲＯＬ

ＰＳＹＣＨＩＡＴＲが創刊された。編集者にはＡｌｚｈｅ－

ｉｍｅｒや Ｇａｕｂの名がみえる。これは原著主体の

Ｏｒｉｇｉｎａｌｉｅｎ版 と抄録主体の Ｒｅｆｅｒａｔｅ版 とから成

ってい る。前者には、精神病の疾病 学・体系化を

打ち建 てたＫｒａｅｐｅｌｉｎの 古 典的論文が載ったりし

ているが、１９４７年 に前記のＡＲＣＨに吸収統 合され

た。 Ｒｅｆｅｒａｔｅ版は１９２１年に ＺＥＮＴＲＡＬＢＬ ＧＥＳＡ－

ＭＴＥ ＮＥＵＲＯＬ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲ と改称 され、精神科

領域の主 要論文が抄録されている。

比較的新し く１９２８年 に創刊 されたＮＥＲＶＥＮＡＲＺＴ

（Ｂｅｒｌｉｎ）は、その 名 前 のままで現 在 まで続い て

い る。Ｎｅｒｖｅｎａｒｚｔとは精神・神経科医 とい う意味

で、 その領域の研究 と診療の雑誌であ るが、現在

は精神医学の論文が大半であ り、精神病 理の論文

もかなり掲載されてい る。 ドイツ語圏内では最 も

よく読まれてい る雑誌であろう。当院の図書室に

も、他は英文誌ばかりであ るが、 この雑誌だけは

入れてい る。ＦＯＲＴＳＣＨＲ ＮＥＵＲＯＬ ＰＳＹＣＨＩＡ－

ＴＲ（Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ）は総説誌で、かつてＢｌｅｕｌｅｒ が

ここに ５年毎に精神分裂病研究を包括的に紹介し

ていた。

れらの雑誌には現在まで続いているものもあり、 （４） その他のヨーロッパ

また廃刊、統合、改称されたものもある。精神科 フランスは小雑誌が多数乱立の状況を呈してい

においては、古くなっても価値を失わない論文が る。しかし、ＳｏｃｉｅｔｅＭｅｄｉｃｏ－Ｐｓｙｃｈｏｌｏｇｉｑｕｅの機

他の科以上に多いので、それらを収載した古い雑 関誌であるＡＮＮ ＭＥＤ ＰＳＹＣＨＯＬ（Ｐａｒｉｓ）が１８４３

誌 も紹介しておく。

１８４４年 にＡＬＬＧ ＺＥＩＴＳＣＨＲ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲが創

刊 されたが、約 １００年続いた後、１９４９年に廃刊に

なった。現存の雑誌の中で最も古い ものは、 精神

病は脳病であるというテーゼで有名 なＧｒｉｅｓｉｎｇｅｒ

によって １８６８年に創刊されたＡＲＣＨ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲ

ＮＥＲＶＥＮＫＲ（Ｂｅｒｌｉｎ）で、幾多の変遷を経て現在

はＥＵＲ ＡＲＣＨ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ ＣＬＩＮ ＮＥＵＲＯＳＣＩ

（Ｂｅｒｌｉｎ） とい う英文の雑誌 にな ってい る。 ドイ

ツ語のままではやはり存続が難しいのであろう。

１８９７年 創刊の ＭＯＮＡＴＳＳＣＨＲ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲ

ＮＥＵＲＯＬ（Ｂｅｒｌｉｎ）も、ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＩＡ ＥＴ

ＮＥＵＲＯＬＯＧＩＡ となり、 さらに ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＩＡ

年創刊され、本年第１５０巻を刊行中で、これが 最

も正統的なものであろう。Ｍｅｄｉｃｏ－Ｐｓｙｃｈｏｌｏｇｉｑｕｅ

といっても心理学ではなくて精神科の雑誌である。

その他、友人に聞いたところでは、病院精神医学、

地域医療の月刊誌のＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ ＰＳＹＣＨＩＡ－

ＴＲＩＱＵＥやアンリー・エイの流れをくむＥＶＯＬＵ－

ＴＩＯＮ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＩＱＵＥ がある。しかし、これ

らの精神医学誌よりも神経学のＲＥＶ ＮＥＵＲＯＬ

の方が日本の精神科医にはずっとよく知られてい

る。

イタリアには ＭＩＮＥＲＶＡＰＳＹＣＨＩＡＴＲ（Ｔｏｒｉｎｏ）

があるが、これも知っている人はあまりいないだ

ろう。ちなみにＭｉｎｅｒｖａはローマ神話の知恵の女
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神の名 であ る。

今バルセロナ・ オリンピックの開かれてい るス

ペ インには、ＡＣＴＡＳ ＬＵＳＯ ＥＳＰ ＮＥＵＲＯＬ

ＰＳＩＱＵＩＡＴＲ ＣＩＥＮＣ ＡＦＩＮＥＳ（Ｍａｄｒｉｄ）や ＡＮＡ－

ＬＥＳ ＰＳＹＱＵＩＡＴＲＩＡ があ る。両者とも臨床中心

で、統計を用い た社会精神医学的な研究が多い。

北欧のＡＣＴＡ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲ ＳＣＡＮＤ（Ｃｏｐｅｎ－

ｈａｇｅｎ）は、 お そらくこの項 であげたどの精神医

学雑誌よ りも有名であ る。英文誌であるためかよ

く読まれてい るが、１９２６年 創刊時は ＡＣＴＡ ＰＳＹ－

ＣＨＩＡＴＲ ＮＥＵＲＯＬ とい う名で、英、仏、独語の

論文が混ってい た。

ソ連には、いやソ連は昨年解体したのでロシア

とい うべ きであろうが、 コルサコフ症候群やコル

サコフ精神病で有名 なＫｏｒｓａｋｏｖの名を冠した

ＺＨＵＲＮＡＬ ＮＥＶＲＯＰＡＴＯＬＯＧＩＩ Ｉ ＰＳＩＫＨＩＡ－

ＴＲＩＩ ＩＭＥＮＩ Ｓ．Ｓ．ＫＯＲＳＡＫＯＶＡ（Ｍｏｓｋｖａ）があ

る。ここにはアルフ ァベットで綴ったが、実物 は

もちろんキリル文 字を用いたロシア語で書かれ、

表紙にはコルサコフの肖像が描かれてい る。短い

なが ら英 語の ｓｕｍｍａｒｙが各 論 文につい てお り、

表紙の裏には Ｓ．Ｓ．Ｋｏｒｓａｋｏｖ Ｊｏｕｒｎａｌ ｏｆ Ｎｅｕｒｏ－

ｐａｔｈｏｌｏｇｙａｎｄＰｓｙｃｈｉａｔｒｙとい う英文名 もみえる。

（５） 欧 米 の 専 門 領 域 の 雑 誌

今 ま で 精 神 科 全 般 の 雑 誌 に つ い て 述 べ て き た が 、

次 に 精 神 科 及 び そ の 周 辺 の 個 々 の 専 門 領 域 の 雑 誌

を 紹 介 し よ う 。

ＢＩＯＬ ＰＳＹＣＨＩＡＴＲＹ（ Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ ）は 、Ｓｏｃｉｅｔｙ

ｏｆ Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ Ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ が 刊 行 す る 月 ２ 回 の 研

究 重 視 の 雑 誌 で あ る 。 ２０年 以 上 前 に な る が 、 ア メ

リ カ 留 学 中 に マ イ ア ミ ビ ー チ で ＡＰＡ 総 会 と一 緒 に

こ の 学 会 が 開 催 さ れ 、 そ こ で 研 究 発 表 を し た こ と

が あ る 。 私 は 会 員 で は な い の で 、 ｂｙ ｉｎｖｉｔａｔｉｏｎ

と プ ロ グ ラ ム に 断 り 書 き が つ い て い た の を 覚 え て

い る。 そ の 発 表 内 容 は 論 文 に し て こ の 雑 誌 に 掲 載

さ れ た 。 そ の 頃 、 ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ ｐｓｙｃｈｉａｔｒｙ そ の も の

は す で に さ か ん で あ っ た が 、 雑 誌 は 創 刊 後 ま だ 日

が 浅 か っ た 。 マ イ ナ ー な 雑 誌 か と 思 っ て い た ら 、

今 は 確 固 た る 有 力 誌 に 成 長 し てい る 。

ＰＳＹＣＨＯＰＨＡＲＭＡＣＯＬＯＧＹ（ Ｂｅｒｌｉｎ） も よ く 読

ま れ て い る 。 こ の 雑 誌 は 精 神 薬 理 の 臨 床 の 他 に 、

病院図書室 Ｖｏｌ．１２Ｎａ３，１９９１・１９９２

薬 の 相 互 機 序 や 動 物 実 験 に よ る 行 動 薬 理 学 の 領 域

も 含 ん で い る 。 私 か 以 前 に ｒｅｓｅｒｐｉｎｅ の 論 文 を 書

い た と き は ＰＳＹＣＨＯＰＨＡＲＭＡＣＯＬＯＧＩＡ（Ｂｅｒｌｉｎ ）

と 称 し て い た が 、 後 に 誌 名 の 語 尾 が 現 在 の も の に

変 わ っ た 。

心 身 医 学 の 領 域 で は Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｐｓｙｃｈｏｓｏｍａｔｉｃ

Ｓｏｃｉｅｔｙ の 機 関 誌 の ＰＳＹＣＨＯＳＯＭ ＭＥＤ（ Ｂａｌｔｉ－

ｍｏｒｅ）や 、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｃｏｌｌｅｇｅ ｏｆ Ｐｓｙｃｈｏｓｏ－

ｍａｔｉｃ Ｍｅｄｉｃｉｎｅ の Ｊ ＰＳＹＣＨＯＳＯＭ ＲＥＳ（ Ｏｘ－

ｆｏｒｄ）が あ る。 神 経 心 理 学 領 域 に 関 心 を 持 っ て い

る 人 に は ＮＥＵＲＯＰＳＹＣＨＯＬＯＧＩＡ（ Ｏｘｆｏｒｄ）、

ＣＯＲＴＥＸ（ Ｍｉｌａｎｏ ）、 ＢＲＡＩＮ ＬＡＮＧ（ Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ ）

は 重 要 な 雑 誌 で あ る 。 ＰＳＹＣＨＯＬ ＭＥＤ（ Ｌｏｎｄｏｎ ）

は 臨 床 精 神 医 学 と 関 連 基 礎 科 学 （ 心 理 学 、 社 会 科

学 を 含 む ）の 季 刊 誌 で あ る 。

精 神 分 析 、 精 神 療 法 も 重 要 な 領 域 で あ る 。 フ ロ

イ ト が ウ ィ ー ン で 創 始 し た 精 神 分 析 は 、 ア メ リ カ

で 発 展 し て 多 く の 分 派 が 生 ま れ た 。 ＩＮＴ Ｊ ＰＳＹ－

ＣＨＯＡＮＡＬ（ Ｌｏｎｄｏｎ ）は 、 １９２０年 に Ｆｒｅｕｄ の 指 導

の も と に Ｅ．Ｊｏｎｅｓに よ っ て 創 刊 さ れ た フ ロ イ ト 正

統 派 の 雑 誌 で あ る 。 ＡＭ Ｊ ＰＳＹＣＨＯＡＮＡＬ（ Ｎｅｗ

Ｙｏｒｋ ）は 、 新 フ ロ イ ト 派 の Ｈｏｒｎｅｙ に よ り １９４１ 年

創 刊 さ れ た 。 Ｊ ＡＭ ＰＳＹＣＨＯＡＮＡＬ ＡＳＳＯＣ

（ Ｍａｄｉｓｏｎ ）は 自 我 心 理 学 派 の 雑 誌 で あ る 。 ド イ

ツ 語 の も の で は 、 ＺＥＩＴＳＣＨＲ ＰＳＹＣＨＯＳＯＭ

ＭＥＤ ＰＳＹＣＨＯＡＮＡＬ（ Ｇｏｔｔｉｎｇｅｎ ）や ＺＥＩＴＳＣＨＲ

ＫＬＩＮ ＰＳＹＣＨＯＬ ＰＳＹＣＨＯＰＡＴＨＯＬ ＰＳＹＣＨＯ－

ＴＨＥＲ（ Ｍｕｎｃｈｅｎ ）が あ る 。

精 神 疾 患 の 中 で 最 大 の 課 題 で あ る 分 裂 病 に つ い

て は 、 ＳＣＨＩＺＯＰＨＲ ＢＵＬＬ（ Ｒｏｃｋｖｉｌｌｅ ）が あ る。

こ れ は 米 国 の 政 府 機 関 で あ る ＮＩＭＨ が 分 裂 病 に 関

す る 情 報 を 流 布 し 、 交 換 す る 目 的 で 刊 行 し て い る

も の で あ る。 あ る 時 、 学 会 の 合 間 に 中 年 の お ば さ

ん と お し ゃ べ り を し て い た ら、 そ れ が こ の 機 関 の

職 員 で 、 こ の 雑 誌 を 無 料 で 送 付 し て く れ る こ と に

な っ た 。 そ の 代 わ り に あ な た の 論 文 も も ら い た い

と 言 わ れ た 。 約 束 ど お り ず い ぶ ん 長 い 間 送 っ て く

れ て い た が 、 と う と う 来 な く な っ た 。 こ ち ら が 論

文 を 送 れ な く な っ た た め か 、 米 国 の 経 済 が 苦 し く

な っ た た め か 、 理 由 は わ か ら な い 。 最 近 、 こ れ の

日 本 語 版 が「 精 神 分 裂 病 研 究 の 進 歩 」と い う 題 で

星 和 書 店 か ら 出 てい るヽ。ま た 、１９８８年 にＳＣｆｆｌ ＺＱＰＨＲ
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病院図書室 Ｖｏｌ．１２Ｎａ３，１９９１・１９９２

ＲＥＳ（Ａｍｓｔｅｒｄａｍ）が創刊され、こちらもよ く読

まれてい るよ うであ るが、 カタロ グを見ると購読

料が年１０万円 とあ り、づ 没病 院の図書室へは とて

も入れられないだろ う。

もう一つの大きな精神病の噪 うつ病については

Ｊ ＡＦＦＥＣＴ ＤＩＳＯＲＤ（Ａｍｓｔｅｒｄａｍ）があ り、広い

意味の感 贋障害とい うことで、噪、 うつ、不安、

恐慌 性障害を取 り上げてい る。

４。 おわりに

現 在、世界中 には３５，０００以上の医学雑誌があり、

毎年２００誌以上が創刊 されてい るそうであ る。 有

力誌 に限ってみても、１９９２年のＩｎｄｅｘ Ｍｅｄｉｃｕｓに

は３，０３０誌が登録 されており、そのうちＰｓｙｃｈｉａｔｒｙ

部門には８５誌が入ってい る。これだけ の雑誌に目

を通すのは大変 であ る。

ＳＣＩ（ＳｃｉｅｎｃｅＣｉｔａｔｉｏｎｌｎｄｅｘ）がＩｍｐａｃｔＦａｃｔｏｒ

（被引 用頻度）による医学雑誌のランキング を毎年

発表しているので、その一部を表にしてここに掲げ

る。 自慢できることではないが、 この表には今ま

で知 らなかった雑誌がいくつも入っている。私 の頭

の中のイメージ、それはそれらの雑誌の格付けのよ

うなものであるが、それとこのランキングとはずいぶ

Ｓ Ｃ Ｉ の ラ ン キ ン グ

ん違っている。この表には２０位までしか載せてい

ないが、１９９０年版ではＮｅｒｖｅｎａｒｚｔ、Ｆｏｒｔｓｃｈｒｉｔｔ、

Ｚｈｕｒｎａｌ、Ａｎｎａｌｅｓなどは Ｊａｐ Ｊと並んで やっ と

４０位台に姿を現してくる。引用頻度は必 ずし も

その雑誌の価値を表さないということか、それと

も私か医学の進歩についていけていないというこ

となのだろうか。

医学雑誌の普及度には、その国の医学の水準や

国力が反映されるであろうが、わが国の場合は使用

言語が日本語であるために、国際的にどれだけ読ま

れているかということになると、非常に不利である。

ＩｎｄｅｘＭｅｄｉｃｕｓには、わが精神神経誌もＳｅｉｓｈｉｎ

Ｓｈｉｎｋｅｉｇａｋｕ Ｚａｓｓｈｉ、ＰｓｙｃｈｉａｔｒｉａｅｔＮｅｕｒｏｌｏｇｉａ

Ｊａｐｏｎｉｃａとして収録されてはいるか、引用されるこ

とは殆どない。Ｙａｌｅ大学に友人を訪れたときに、図

書館で精神神経誌を見て、よくぞ置いてくれている

と感謝したが、あまり利用されている様子はなかっ

た。やはり論文は英語で発表せねば駄目である。

この稿を書くにあたって、阪大の生命科学図書

館に数回足を運んだ。開架式の即こずらりと並ぶ

１８００年代のドイツ語の雑誌を眺めて、ちょっとば

かり古き良き時代の雰囲気を味わった。同時に、

最新の医学雑誌について、いかにおびただしい数

が出版されているかを実感した。ここは医学分野

の全国の外国雑誌センターということで、実に数

多くの雑誌が収集されている。

しかし、必要なときにすぐ利
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７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

ＡＲＣＨ ＧＥＮＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＡＭ ＪＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＰＳＹＣＨＣＬ ＭＥＤ

ＢＲＩＴ ＪＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＰＳＹＣＨＣＳＯＭ ＭＥＤ

ＢＩＯＬ ＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＰＳＹＣＨ ＰＨＡＲＭＡＯＯＬＯＧＹ

ＳＣＨＩＺＯＰＨＲＥＮＩＡ ＢＵＬＬ

ＡＣＴＡ ＰＳＹＣＨＩＡＴ ＳＣＡＮＤ

ＪＮＥＵＲＯＬ ＮＥＵＲＯＳＵＲＧＰＳＹ

ＯＯＭＭＵＮ ＰＳＹＣＨ）ＰＨＡＲＭＡＣ

ＮＥＵＲＯＰＳＹＣＨ［ＢＩＯＬＯＧＹ

ＪＮＥＲＶ ＭＥＮＴＤＩＳ

ＡＭ ＪＯＲＴＨ ＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＪＡＭＡＣＡＤ ＣＨＩＬＤ ＰＳＹ

ＩＮＴ ＪＣＬＩＮ ＥＸＰ ＨＹＰ

Ｊ ＣＬＩＮ ＰＳＹＣＨＩＡＴ

Ｊ ＰＳＹＣＨＩＡＴ ＲＥＳ

Ｊ ＣＨＩＬＤ ＰＳＹＯＤＬ ＰＳＹ

ＯＯＭＰＲＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＡＲＣＨ ＧＥＮ ＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＡＭ ＪＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＰＳＹＣＨＯＰＨＡＲＭＡＯＯＬＯＧＹ

ＳＣＨＩＺＯＰＨＲＥＮＩＡ ＲＥＳ

ＰＳＹＣＨＯＳＯＭ ＭＥＤ

ＢＩＯＬ ＰＳＹＣＨＩＡＴ

Ｊ ＣＬＩＮ ＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＰＳＹＣＨＣＬ ＭＥＤ

ＢＲＩＴ ＪＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＪＡＦＦＥＣＴ ＤＩＳＯＲＤ

ＪＡＭＡＣＡＤ ＣＨＩＬＤ ＰＳＹ

ＳＣＨＩＺＯＰＨＲＥＮＩＡ ＢＵＬＬ

ＪＮＥＵＲＯＬＮＥＵＲＯＳＵＲＧ ＰＳＹ

ＪＰＳＹＣＨＩＡＴ ＲＥＳ

ＪＮＥＲＶ ＭＥｉｓｒｒ ＤＩＳ

ＰＳＹＣＨＩＡＴ ＲＥＳ

ＰＳＹＣＨ［ＰＨＡＲＭＡ（ＯＬ ＢＵＬＬ

ＨＣＳＰ ＣＯＭＭＵＮ ＰＳＹ

ＯＯＭＰＲＰＳＹＣＨＩＡＴ

ＪＰＳＹＣＨＯＳＯＭ ＲＥＳ

－６９

用できるように、あ る程度の雑

誌は手元 に置いておきたい。当

院の図書室には精神科関係の雑

誌 は約ｌＯ誌あ り、一 般病 院とし

ては恵まれてい る方だろ う。我

が家で もｌＯ誌ばかり保存してい

る。その中 には、東大正門前の柴

善書店でバックナンバーを求めて、

創刊号から揃 えた ものもあ るの

だが、スペースを とるので困って

い る。そして さらに大きな問題

は、それらを読ひ時間がないこと

である。コーヒーを飲みながら新

着雑誌に目を通すとい うよ うな

時間の余裕が欲しいと思 う。




